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ユーザーズマニュアル

【分析編】

はじめに

　「株を安く買って、高く売りたい」は、投資家の方なら誰でも考えてい

ることでしょう。しかし、実際の株式投資では、そう簡単にはいきません。

「底だと判断して買っても予想以上に下がってしまった...」とか、「天井

付近で売ろうとして待っていたら、売りの機会の逃してしまった...」など

は、よくある話です。

　株式投資で勝つためには、どうしたらいいでしょうか？

　まずは、損をしないことです。

　では、損をしないためにはどうしたらいいのでしょうか？

　それには、日頃から株式市場を取り巻く情報に敏感になり、常に新しい

情報をキャッチできる環境にあることが必要です。そして、株価を評価す

るさまざまな分析指標を理解して、自分なりに分析できるように日頃から

訓練しなければなりません。株式投資で勝つための早道や秘訣などはあり

ません。また、100人の投資家がいれば100通りの分析方法があると申し上

げても過言ではありません。勝つための早道として、強いて申し上げるな

らば、自分なりの分析方法や投資方法を確立することこそが唯一の早道と

言えるのではないでしょうか。焦る必要はありません。自分の判る分析指

標を使って、少しずつ理解を深めていきましょう。

　尚、本マニュアルに記載されている分析例や売り買いの判断方法は、テ

レチャート・Ｗの操作方法や各指標を説明するために用いられるものであ

り、必ずしも実際の株式投資にそうものではありません。ご利用は、ご自

身の責任において行っていただきますようお願い申し上げます。
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分析例
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　株価の評価をするためには、さまざまな分析指標を知ることが必要です。

TELECHART-Wに採用されている各指標の内容や特徴をよくつかんでください。

分析指標



ローソク足1
　ローソク足は一番なじみの深い指標ではないでしょうか。

　日本古来の指標で株価の騰落、始値、高値、安値、終値を視覚的に表すこと

ができます。終値が始値よりも高い場合を陽線、終値が始値よりも安い場合を

陰線と呼びます。始値と終値で挟まれた部分を実体といい、実体からはみだし

た線をひげとか影と言います。このひげと実体の形が蝋燭に似ていることから、

「ローソク足」と呼ばれています。

ローソク足

● 陰線と陽線

　一般に陰線は下降相場を表し、陰線が連続する場合は下降傾向にあると考え

られます。逆に陽線が連続する場合は上昇傾向にあることを示しています。

陰線と陽線

陽線 陰線
高値

終値

始値

安値

高値

始値

終値

安値

上ひげ

実体

下ひげ



● 実体とひげ

　実体の長さは力強さを表しており、陰線が長いものほど下降への売り圧力が

強いことを示し、陽線が長いものほど上昇への買い圧力が強いことを示してい

ます。また、実体よりひげの部分が長いものは、その日（その週）の間に大き

く上下に攻防があったことを示します。

● ローソク足の基本型

　ローソク足には、基本的な足型を表す呼び方があります。また、それぞれの

基本型の中にもひげの長さによって細かく分類された呼び名が付いています。

　株価が大きく上昇したときにできる足型です。大陽線は株価の勢いをよく表

しますので、もみ合い期間の長い銘柄などで、突然大陽線が出現した場合、今

後の相場が大きく動き出す可能性を秘めています。

細かな分類として、ひげの付いていない場合を「陽の丸坊主」、下ひげのみ付

いているものを「陽の大引坊主」、上ひげのみが付いたものを「陽の寄付坊

主」と呼ばれています。

ローソク足の基本型

大陽線 大陰線 小陽線 小陰線 寄引同時線
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　株価が大きく下落したときにできる足型です。上ひげが無い場合は寄り付き

からの下げを意味し、下ひげが無い場合や短い場合は、下げ止まりの気配を感

じさせず、より一層下げる可能性を秘めている。高値圏でこの足型が出現した

場合は、高い確率で下げ続ける可能性があります。

細かな分類として、ひげの付いていない場合を「陰の丸坊主」、下ひげのみ付

いているものを「陰の寄付坊主」、上ひげのみが付いたものを「陰の大引坊

主」と呼ばれています。

　株価が小幅に上昇したときにできる足形で、大陽線との明確な違いを示す基

準はありません。単独で出現した場合は、あまり意味を持ちませんが、連続で

出現した場合などは、今後、大陽線へ変化していく可能性を秘めています。

細かな分類として、上下のひげが実体部分よりも長い場合を「陽のコマ」、実

体部分が短く下ひげだけが大きく伸びている場合を「陽のカラカサ」と呼びま

す。

　株価が小幅に下降したときにできる足形で、大陰線との明確な違いを示す基

準はありません。単独で出現した場合は、あまり意味を持ちませんが、連続で

出現した場合などは、今後、大陰線へ変化していく可能性を秘め、大陰線の出

現によって底入れを確認できる可能性もあります。

細かな分類として、上下のひげが実体部分よりも長い場合を「陰のコマ」、実

体部分が短く下ひげだけが大きく伸びている場合を「陰のカラカサ」と呼びま

す。

　十字線とも言い、始値と終値が同値だったときにできる足型です。株価が上

げや下げへ動き出す転換の可能性を示す重要な足型です。

細かな分類として、下ひげのみ大きく伸びた場合を「トンカチ」、上ひげのみ

大きく伸びた場合を「トウバ」と呼びます。

大陰線

小陽線

小陰線

寄引同時線



● ローソク足の組み合わせ

　ローソク足を単独の足型だけで判断することは難しいため、連続した複数の

足型をパターンとして読みとる事が必要になります。足型パターンの種類は数

多く有り、全てを紹介することはできませんので、一般に広く知られている

『酒田五法』の中から、代表的な三山、三川、三空を紹介します。

　大天井を示すとされる代表的なパターンです。天井圏を形成する場合に同じ

動きを三回繰り返すとされており、上げの山が三回有ることから『三山』とさ

れています。短期的な判断には不向きとされ、数ヶ月程度の期間が必要とされ

ます。

三山

三山



　三川は三山の反対のパターンで、大底を示すとされています。天井圏を形成

する場合に同じ動きを三回繰り返すとされており、下げの谷が三回有ることか

ら『三川』とされています。三川を確認するためには、数ヶ月の期間が必要と

されています。

三川

三川



　ローソク足とローソク足の間にいわゆる窓を三回空けるパターンです。単線

型と複線型があり、単線型は連続するローソク足の場合で、複線型は小グルー

プ化されたローソク足の場合です。また、陽線の場合を『三空踏み上げ』、陰

線の場合を『三空叩き込み』といいます。

　『三空踏み上げ』の後にひげの長い寄引同時線が出れば、天井と判断するこ

ともあります。

　『三空叩き込み』の後は大底を形成する可能性が大きいと判断することもあ

ります。

三空

三空

（三空踏み上げ）単線型（三空叩き込み） 複線型



　終値を時系列に繋いだ折れ線グラフで単純に株価の動きを表します。カギ足

や新値足など終値のみを用いる指標と組み合わせて見る場合に便利です。

止め足

止め足

止め足2



株価移動平均3
　アメリカのジョセフ・グランビルが考案した移動平均線は、ローソク足と並

んで代表的なチャートとして広く人気があり、株価の長期的な大きな流れを見

るときには有効なチャートと言われています。移動平均線は過去のある一定期

間の平均株価をグラフ化したものです。例えば、20日移動平均の場合、過去20

日間の終値を合計し、それを20で割ったものが第一日目の値となります。以降、

順次20日前を除外し、直近の終値を加え20で割っていきます。こうして算出さ

れた平均値をグラフ化したものです。

株価移動平均線

計算

n = 設定日数

株価移動平均(円) = n日間の終値合計 / n

株価移動平均線（短期）

株価移動平均線（長期）



● 株価移動平均の特徴

　株価移動平均は、複数日の株価の終値を平均して算出されるため、実際の株

価の動きより滑らかな動きになります。終値のみを単純に繋いだ止め足と比べ

るとその違いがよく判ると思います。この滑らかな線によって現在の株価が過

去の株価に比べどの水準にあるかを知るのに役立ちます。例えば、乱高下を繰

り返している銘柄の株価水準を把握するのにローソク足や止め足を見ても判り

づらい部分がありますが、株価移動平均を用いることによって的確に水準を捉

えることができます。また、株価移動平均線がローソク足の上に位置するか、

或いは下に位置するかで、株価水準を捉える目安とすることができます。即ち、

ローソク足より上に位置する場合は、株価が過去の水準よりも下にあることか

ら今後株価は上昇する可能性があることを意味します。反対の場合は、逆に株

価が下がる可能性があります。株価移動平均値を算出するための設定日数は、

長期的な動きを見たい場合は多めに、短期的な動きを見たい場合は少なめに設

定してください。

● ゴールデンクロスとデッドクロス

　株価移動平均は、一般的に長期と短期の２種類の線を使って判断する方法が

用いられます。長期とは、株価移動平均値を算出するための日数を長めに設定

します。（日足では20日や30日がよく用いられます。）短期は、算出日数を長

期よりも短めに設定します。（日足では10日や16日がよく用いられます。）こ

の２本の線の動きによって相場を判断することができます。判断の方法として、

ゴールデンクロスとデッドクロスがあります。ゴールデンクロスとは、短期線

が長期線を下から上へ突き抜けた点を言い、株価が上昇相場に転じる可能性が

あります。逆に短期線が長期線を上から下へ突き抜けた点をデッドクロスと言

い、株価の下降相場を示す可能性があります。

ゴールデンクロスとデッドクロス

デッドクロス

ゴールデンクロス



新値足4
　新値足は、俗に”新値３本抜き”や”３本新値足”とも言い、株価の小さな

動きを廃し、直近の指定本数に対する新値分を上下に更新するときを転換点と

する、相場の転換点を捕らえるための指標です。

　株価が上昇しているときは、終値が直近の高値を更新する度に行を変えて陽

線を書き足し、直近の指定本数の陽線の安値を下回った時に転換します。

株価が下降しているときは、終値が直近の安値を更新する度に行を変えて陰線

を書き足し、直近の指定本数の陰線の高値を上回った時に転換します。

要するに３本抜きの場合、過去の相場から逆の動きになったとき、過去の３本

分を超えたら転換点として相場が反転したことを知らせます。

本来は、時間軸の無いチャートですが、テレチャート・Ｗでは時間軸を付ける

ことで転換の経過を時間という視点からも捕らえることができるようになって

います。

計算条件設定で設定する数値は、何本抜きか？を設定します。一般的な３本抜

きの場合は、3と設定してください。設定する本数は他に５本や１０本がありま

すが、本数が増えれば転換点の出現は少なくなりなす。

新値足

陰線

陽線
転換点

転換点



カギ足5
　カギ足は、株価の動向を一本の線の屈折で示したものです。「値幅足」とも

呼ばれる日本古来のチャートです。

一定比率の値幅を設定しておき、出発点より一定比率以上の上昇があれば陽線

を引きます。さらに、上昇が続けば同じ線を継ぎ足していき、一定比率以上の

下降があれば線を折り曲げて継ぎ足します。ただし、この下降値が前回の底値

を下回った場合には行を変えず下回った点より陰線を引きます。そのまま一定

比率以上の上昇がなく下降が続けば同じ線を継ぎ足していきます。そして一定

比率以上の上昇があった場合には線を折り曲げて継ぎ足します。ただし、この

上昇値が前回の高値を上回った場合には行を変えずに上回った点より陽線を引

きます。

カギ足は値幅を円単位で固定化する場合と、値幅率にする場合がありますが、

テレチャート・Ｗは後者の値幅率を採用しています。また、一般的には時間軸

のないチャートですが、転換の経過を時間という視点からも捕らえることがで

きるように時系列のカギ足を採用しています。

カギ足

陰線

陽線 転換点

転換点



一目均衡表6
時間に主眼をおき、相場のバランスを見極めるため基準線、転換線、遅行線、

スパン（先行スパン1、先行スパン2）を合わせてみれば「一目瞭然である」と

の意味から一目均衡表と呼ばれています。

一目均衡表

26日間の最高値と最安値の中間値。

基準線

9日間の最高値と最安値の中間値。

転換線

終値の26日間の遅行。

遅行線

遅行線

転換線

基準線

遅行スパン２

遅行スパン1

雲

基準線と転換線の中間値を26日先へ先行。

先行スパン1

52日間の最高値と最安値の中間値を26日先へ先行。

先行スパン2



● 簡単な見かた

　一目均衡表は、基本的にローソク足と同事に表示させて見ます。各線がロー

ソク足（実際の株価）とどの様に関連しているかを確認する必要があります。

2本の先行スパンの間を塗りつぶし雲を形成させます。この雲が株価の下にあれ

ば下値支え帯、株価の上にあれば上値抵抗帯として見ます。株価が雲を上に突

き抜けると上昇相場を確認し、反対に雲を下に突き抜けると下降相場への突入

を確認します。

遅行線の見方としては、遅行線が26日前の株価を下から上へ突き抜けると上昇、

反対に株価を上から下へ突き抜けた場合に下降という見方もできます。

雲が上値抵抗帯となっている例

遅行線が株価を下から突き抜けた例

買いシグナル出現日

26日間



株価変化率7
株価変化の度合いを率で表します。株価が上昇した場合は＋（プラス）の数値

が、株価が下降した場合は－（マイナス）の数値が算出されます。

株価チャート上では、株価変化マークとして+10%以上上昇したときのみ「↑」

が表示されます。

株価変化マーク

計算

n = 設定日数

株価変化率（％） = 

　　((当日の終値 - 過去n日間の終値平均) / 過去n日間の終値平均) × 100

● 株価変化マーク

　株価変化マークは、急激に上昇に転じた位置に「↑」マークが付きます。

マーク出現の条件は、指定した期間の過去の終値平均に対して、10%以上株価が

上昇したときです。　例えば、株価変化率の設定を３に設定した場合に、当日

の終値が1100円だったとします、過去３日間の終値平均が1000円以下の場合に

当日のところにマークが付くわけです。

株価変化マーク



出来高8
出来高は市場で取り引きされた株数を表します。

出来高移動平均9
出来高移動平均は、過去のある一定期間の出来高平均を数値やグラフで表した

ものです。

計算

n = 設定日数

出来高移動平均(株) = n日間の出来高合計 / n

出来高移動平均線

出来高の棒グラフ

短期線

長期線

出来高移動平均グラフは、出来高目盛りより少し上

側に表示されます。これは棒グラフとの重なりに

よって見辛くなることを防ぐためです。折線グラフ

では、傾向をつかむ程度にして、実際の数値は、

チャート上部の“出平”で確認してください。



出来高変化率10
出来高変化の度合いを率で表します。100%を基準として出来高が増加した場合

は100%以上の数値が、出来高が減少した場合は100%未満の数値が算出されます。

　株価チャート上では、出来高変化マークとして500%以上（5倍以上）のときの

み中抜き棒グラフが表示されます。

出来高変化マーク

n = 設定日数

出来高変化率（％） = (当日の出来高 / 過去n日間の出来高平均) × 100

● 出来高変化マーク

　出来高変化マークは、急激に出来高が増加した時に出来高グラフに出現しま

す。通常の出来高グラフは塗りつぶされますが、出来高変化マークが出現した

ときは、塗りつぶされずに外枠だけの矩形となります。出現の条件は、指定し

た期間の過去の出来高平均に対して、5倍以上に出来高が膨らんだときです。

例えば、出来高変化率の設定を3に設定した場合に、当日の出来高が10万株だっ

たとします、過去3日間の出来高平均が2万株以下の場合に当日のところにマー

クが付く訳です。

出来高変化マーク

計算



サイコロジカルライン11
サイコロジカルラインには、勝ち数の比率のみでグラフ化するものと、株価の

上げ下げを考慮した値動きサイコロジカルラインの２種類があります。どちら

のサイコロジカルラインも比較的単純な指標であり、相場が買い人気なのか、

売り人気なのかを確認することもできます。

サイコロジカルライン

値動き

勝ち数

● 勝ち数サイコロジカルライン

投資家心理から相場を見ようとする指標です。過去の一定期間において対前日

比値上がり日数と値下がり日数をグラフ化したものです。簡単に言えば、指定

した期間に於ける値上がり日数の比率です。

比率が25％以下なら底値圏であることを示し、75％以上なら天井圏であること

を示します。

計算

n = 設定日数

u = n日間の値上がり日数

勝ち数サイコロジカルライン(%) = (u / n) × 100

※値上がりの判定は、日足の場合が前日の終値に対して当日の終値を比較す

　る。週・月足の場合が当日の始値に対して当日の終値を比較する。



● 値動きサイコロジカルライン

勝ち数サイコロジカルラインに上げ下げの値幅を考慮し相場の変動の度合いを

見る指標です。比率が70％以上は買われ過ぎ、30％以下は売られ過ぎの領域で

あることを示します。

計算

n = 設定日数

u = n日間の値上がり日の値上がり幅（前日比）合計

d = n日間の値下がり日の値下がり幅（前日比）合計

値動きサイコロジカルライン(%) = (u / (u + d)) × 100

※値上がり、値下がりの判定は、足の種類に関わらず当日の始値に対して当

　日の終値を比較する。



株価カイリ率12
株価カイリ率は、株価と株価移動平均の離れ度合いを数値化してグラフに描く

指標です。したがって、“20日株価カイリ率”などと表現する場合は、株価移

動平均の設定日数が20日となります。株価移動平均値が株価と全く同じ場合の

株価カイリ率は 0 です。株価移動平均値が株価よりも高い場合は株価カイリ率

は -（マイナス）になります。反対に株価の方が高い場合は ＋（プラス）にな

ります。この株価との離れ度合いを率で表します。

例えば、株価が下降している場合に、株価移動平均は動作が遅れるために実際

の株価との間に隙間ができます。この場合の株価カイリ率は －（マイナス）の

値を示し、いずれ株価が上昇に転じると反対に株価移動平均より株価は高い水

準となり ＋（プラス）に転じます。一般的には、+20%以上を上昇しすぎている

ことを示し、-20%以下は下がりすぎていることを示します。したがって、株価

カイリ率の低いレベルの銘柄は今後上昇する可能性を秘めていることになりま

す。

株価移動平均と株価カイリ率の関係

計算

r = 株価移動平均

株価カイリ率(%) = ((当日の終値 - r) / r) × 100



ボリュームレシオ13

● 日足ボリュームレシオ

　日足ボリュームレシオは、一定期間の株価上昇日の出来高合計と株価下落日

の出来高合計の率です。ボリュームレシオが100%とは、株価上昇日の出来高合

計と株価下落日の出来高合計が同じであることを示し、120%では株価上昇日の

出来高合計が株価下落日の出来高合計より20%多いことを示します。

通常、株価上昇日の出来高は株価下落日の出来高よりも多く、株価上昇日の日

数は下落日の日数よりも多くなるのです。ボリュームレシオの度数分布を求め

ると日足の場合150%あたりが最も頻度が多くなっていることから、150%あたり

を通常と捉え、450%を超えると目先の相場は警戒を要し、70%を割れば相場の底

と言われます。

　図のように、短期ボリュームレシオが450%を超えた場合は、相場の過熱感を

表し、警戒が必要と言えます。

日足ボリュームレシオ

短期

長期



● 週足（月足）ボリュームレシオ

　週足（月足）ボリュームレシオは、一定期間の株価上昇週の出来高合計と株

価下落週の出来高合計の差を全体の出来高合計で割った率で表され、相場のエ

ネルギーを判断します。株価上昇週の出来高合計が大きい場合は＋（プラス）

の数値になりますが、下落週の出来高が大きい場合は、反対に－（マイナス）

の数値となります。ボリュームレシオが+60%を超えると上昇傾向を示し、-60%

を割り込むと下降傾向を示します。

一定期間を26週に設定した26週ボリュームレシオは+60%から-60%の間で推移し、

+60%に接近すると目先の相場は警戒を要し、-60%に接近すると相場の底である

と言われます。

　図のように出来高を伴って株価を上げた場合は、ボリュームレシオの示すエ

ネルギーも大きくなりますが、長期、短期ともの+60%に近づくと警戒が必要に

なります。また、長期が-60%に近づくことで底値を確認できる可能性がありま

す。

週足ボリュームレシオ

長期

短期



計算

n = 設定日数

u = n日間の値上がり日の出来高合計

d = n日間の値下がり日の出来高合計

e = n日間の同値日の出来高合計

日足ボリュームレシオ(%) = (u + (e / 2)) / (d + (e / 2)) × 100

※値上がり、値下がりの判定は、前日の終値に対して当日の終値を比較する。

n = 設定日数

u = n日間の値上がり日の出来高合計

d = n日間の値下がり日の出来高合計

e = n日間の同値日の出来高合計

a = n日間の出来高合計

週足ボリュームレシオ(%) = ((u - (d + e)) / a) × 100

※値上がり、値下がりの判定は、当日の始値に対して当日の終値を比較する。

● 日足ボリュームレシオ

● 週足（月足）ボリュームレシオ



ＲＳＩ14
　相対力指数とも呼ばれ、相場の変動の度合いを見ようとする指標です。過去

の一定期間において対前日比値上がりの日数と値下がりの日数に上げ幅と下げ

幅を考慮した比率をグラフ化したものです。ＲＳＩの比率が100%に近いほど買

われ過ぎ、0%に近いほど売られ過ぎであることを示します。

ＲＳＩ

計算

n = 設定日数

u = n日間の値上がり日の値上がり幅（前日比）合計

d = n日間の値下がり日の値下がり幅（前日比）合計

RSI(%) = (u / (u + d)) × 100

※値上がり、値下がりの判定は、当日の始値に対して当日の終値を比較する。

　相対力指数やRSIという呼び方で利用されていますが、サイコロジカルライン

と同じ考え方の指標です。特に値動きサイコロジカルラインと計算方法や見方

も同じです。一定の波形を繰り返す安定した銘柄の底を確認できる可能性があ

ります。



ＲＣＩ15
　順位相関係数とも呼ばれ、日付と値段の順位の関係から相場の状況を見ます。

一定期間内の日付と値段に順位をつけ計算式から指数化したものをグラフ化し

たものです。

ＲＣＩの水準が+100%に近づけば上昇傾向にあり、逆に-100%に近づけば下降傾

向にあることを示します。ＲＣＩが0%の場合は動きのない状態と考え、ＲＣＩ

がマイナスからプラスに上昇する場合は上昇傾向の過程と捉えます。逆に

ＲＣＩがプラスからマイナスに下降する場合は下降傾向の過程と捉え、それぞ

れ買いサイン、売りサインとする考え方もあります。

ＲＣＩ

　ＲＣＩはいわゆる「だまし」もありますが、長期、短期の２本の線を組み合

わせた場合、-80%以下や+80%以上のエリアにおいてクロスすることがあります。

このクロスした点を売り買いのポイントとして利用することも可能と言えます。

上図は、週足のＲＣＩでそのクロスが顕著に表れた例です。

長期

短期



計算

n = 設定日数

s = 順位差の合計

順位差の合計(s)

(1)最新の日付を1としてn期間のランキング付けする。

(2)終値の高い方からn期間のランキング付けする。

(3)各日付毎に(1)と(2)の差を2乗する。

(4)n期間の(3)を全て加算する。(s)

※同値が複数ある場合のランキングは、中間値とする。　（1,2.5,2.5,4,,,）

RCI(%) = (1 - ((6 × s) / (n × (nの2乗 - 1)))) × 100



ストキャスティクス16
　過去の一定期間の最高値と最安値の値幅と最安値から終値の幅を比較する指

標です。過去の上げ下げの範囲の中で現在の株価がどの水準に位置するかを判

断する事ができます。例えば、現在の株価が過去一定期間の中で最高値と同じ

水準ならば100%、最安値と同水準ならば0%となるわけです。

Ｋラインは、当日の株価のみとの比較になるため、数値は敏感に反応し小さな

値動きでも大きく変動します。

Ｄラインは、指定した期間の高・安値幅合計と、指定した期間の終・安値幅合

計の比較ですので、Ｋラインよりもやや滑らかな線になります。

ＳＤラインは、Ｄラインの３日移動平均ですのでより滑らかになります。

ストキャスティクス

　ストキャスティクスは通常ＫラインとＤラインの相対関係によって売買タイ

ミングを確認します。設定する日数によっても判断方法が変わりますが、日足

でＫラインが5日、Ｄラインが3日の場合に以下のような判断が可能です。

Ｋライン Ｄライン

ＳＤライン

　ストキャスティクスは、反応が早く短期間の売買には適していますが、「だまし」も多

く含まれますので、充分注意してください。



計算

nK = Kライン算出日数

nD = Dライン算出日数

lK = 過去nK日間の最安値

hK = 過去nK日間の最高値

lD = 過去nD日間の(当日の終値 - lK)の合計

hD = 過去nD日間の(hK - lK)の合計

Ｋライン(%) = ((当日の終値 - lK) / (hK - lK)) × 100

Ｄライン(%) = (lD / hD) × 100

ＳＤライン(%) = (過去nD日間のＤライン合計 / nD)

売買ポイント

買いポイント

売りポイント

　3本のラインがいずれも30%以下で、ＫラインがＤラインを下から上へ突き抜

けたとき。

3本のラインがいずれも70%以上で、ＫラインがＤラインを上から下へ突き抜け

たとき。

買いポイント

売りポイント



出来高カイリ率17
　出来高移動平均線は傾向を確認するのに効果的ですが遅行性の指標であるこ

とが欠点です。出来高移動平均のカイリ率を利用することでそれを補い、実際

の売買タイミングを見極めるために役立てます。

出来高カイリ率は出来高と出来高移動平均の差を出来高移動平均の値で割った

値をグラフ化したものです。

出来高カイリ率

計算

r = 出来高移動平均

出来高カイリ率(%) = ((当日の出来高 - r) / r) × 100

出来高増加ポイント



信用残18
　信用残高の値（売り残、買い残）を時系列に繋いだ折れ線グラフです。信用

残高は週間の集計情報が一週間に一度発表されます。したがって週足のチャー

トにのみグラフ表示され、数値の単位は株数です。

信用残の見方としては、信用取引には6ヶ月の決済期限が決められており、6ヶ

月以内に決済されなければならないため、例えば信用売り残のみが急激に増加

した場合などは、株価の下落を予想する投資家が多いという見方ができます。

しかし予想に反して株価が下がらなかった場合は、6ヶ月後の決済期限前に買い

戻しが入るため株価が上昇することもあります。このように信用残高は株価動

向を探るための一つの手段と言えるでしょう。

信用残

図のチャートのように、相場の見通しによってそれぞれの残高は大きく変動し

ます。

売り残 買い残



逆ウォッチ曲線19
 出来高の増減と相場の関係を縦軸に株価、横軸に出来高を取り同じ一定の期

間の平均値の交差する点を結んだ折れ線グラフです。時計の反対の左回り曲線

を描くことから逆ウォッチ曲線と呼ばれています。

曲線上のポイントは、日足と週足は月初データに、月足は年初データに付加さ

れ、最新のデータ（水平カーソル位置）にも付加されます。

株価と出来高のデータは、それぞれ25日（週、月）の移動平均値を採用してお

り、変更することはできません。

逆ウォッチ曲線

最新データ データの期間

ポイント

出来高

株
価

逆ウォッチ曲線の8つの局面

 相場の向き 出来高の増減 売買信号

a 底値横ばい圏 増加 陽転信号

b 上昇 増加 買い信号

c 上昇中 高水準 買い継続

d 上昇中 減少 買い見送り

e 天井横ばい圏 減少 警戒信号

f 下落 減少 売り信号

g 下落中 低水準 売り継続

f 下落中 増加 売り見送り

下
落
中

上
昇
中

天井横ばい圏

底値横ばい圏

下
落

上
昇
中

下
落
中 上

昇a
b

c

d

e

f

g

h



出来高分布20
　出来高分布グラフは、過去の出来高合計を株価毎に分散させた結果のグラフ

です。いわゆる、いくらの株価の時にどの程度の売買が行われたかをビジュア

ル的に確認することができます。

グラフに利用されるデータは、ローソク足チャートの水平カーソル（縦線）の

位置を基準として過去の設定された日数分の出来高です。グラフの下に表示さ

れる日付がデータの期間です。水平カーソルを移動すると基準位置が変わるた

めそれに伴い、グラフも変わってきます。

グラフの横の目盛りは、株価を表し、縦は出来高です。上側グラフの内側は、

ローソク足が陽線の時の出来高合計で、外側は合計出来高です。同じく下側グ

ラフの内側は、陰線の時の出来高合計で、外側は上側と同じく合計出来高です。

（合計出来高は上下共に同じグラフです。）

出来高分布

株価 データの期間

出
来
高

陽線分

陰線分

合計

合計

カーソル位置



トレンドライン21
　株式相場がどの様な方向にあるのかを知ることは、投資判断をするための重

要な要素であると思います。相場の方向とは、上昇方向、下降方向、横ばい方

向の３つの方向に大別されます。相場の方向を知るための簡単な方法が、株価

チャート上にトレンドラインを引いてみることです。先ほどの上昇方向の相場

を上昇トレンド、下降方向を下降トレンド、横ばい方向を横ばいトレンドとし

て実際の線を書き入れてみてください。

横ばいトレンドと上昇トレンド

上昇トレンド

横ばいトレンド



上昇・下降クロス22
　株価移動平均やＲＣＩなど計算期間の異なる２本の線の交差する点で株価の

上昇・下降の目安とすることができます。例えば、株価移動平均の短期線が長

期線を下から上に突き抜けた点をゴールデンクロスと言い株価上昇の兆しを読

みとることもできます。

テレチャート・Wでは、株価移動平均、ボリュームレシオ、ＲＣＩ、ストキャ

スティクスの各指標に於いて、長期線と短期線のクロス情報を確認することが

できます。短期線が長期線を下から上に突き抜ける点を「上昇クロス」、短期

線が長期線を上から下へ突き抜ける点を「下降クロス」としています。また、

上昇クロスの場合には、短期線が並行または上向き、下降クロスの場合には、

短期線が並行または下向きでなければなりません。

クロス出現条件

長期

×

×

○

○

○

○

短期上昇クロス

下降クロス



計算条件と表示色23
　各指標は、設定された計算条件で計算され数値やグラフを表示させます。テ

レチャート・Ｗでは、指標の計算条件の一部を利用者が任意に変更することが

できます。計算条件の変更により利用者独自の分析指標とすることができます。

また、指標の各表示色も任意に変更することが可能です。

ここでは、予め設定されている計算条件と表示色の内容を説明します。

● 株価

指標名 分類 表示色
計算条件

ローソク足

陽線 黄色 -

陰線 水色 -

同時線 ピンク -

株価変化マーク 白 3、3、3

止め足 ピンク -

株価移動平均

長期 赤 20、26、12

短期 緑 10、13、6

任意 黄色 15、20、9

（日足、週足、月足）

新値足
陽線 青 3本抜き

陰線 オレンジ 3本抜き

カギ足
陽線 赤 10%

陰線 緑 10%

一目均衡表

基準線 白 26、26、26

転換線 黄色 9、9、9

遅行線 オレンジ 26、26、26

先行スパン1 黄土色 26、26、26

先行スパン2 緑 -

出来高 黄色 -

出来高変化マー 赤 3、3、3

出来高移動平均

長期 赤 20、26、12

短期 緑 5、6、6

任意 黄色 10、12、9



信用残
売り残 黄色 -

買い残 オレンジ -

● オシレータ

指標名 分類 表示色
計算条件

サイコロジカル
ライン

勝ち数 黄色 12、12、12

値動き オレンジ 6、6、6

株価カイリ率

長期 赤

株価移動平均

により設定
短期 緑

任意 黄色

（日足、週足、月足）

ボリュームレシ

長期 赤 20、26、12

短期 緑 5、6、6

任意 黄色 10、12、9

ＲＳＩ ピンク 10、12、12

ＲＣＩ

長期 赤 21、26、12

短期 緑 17、13、6

任意 黄色 15、20、9

ストキャス
ティクス

Ｋライン 緑 5、5、5

Ｄライン 黄色 3、3、3

ＳＤライン 青 -

出来高カイリ率

長期 赤

出来高移動平均

により設定
短期 緑

任意 黄色

● その他

指標名 分類 表示色
計算条件

逆ウォッチ曲線
ライン 水色 120、26、24

（表示期間）ポイント 赤

出来高分布

値上がり 赤

120、120、120

（表示期間）
値下がり 水色

合計 白

（日足、週足、月足）

トレンドライン ライン 赤 -



　既存の分析クエリーを利用して銘柄を検索して、検索した銘柄の株価チャートを

見てみましょう。

分析例

株価急騰銘柄検索例-1

株価変化率を用い、株価が急激に上昇した銘柄を検索します。

株価変化率：日足＝3日、週足＝3週、月足＝3月

株価変化率：日足＝+10%以上、週足＝+10%以上、月足＝+10%以上

株価変化率：降順

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「株価急騰銘柄検索」の実行結果例



「株価急騰銘柄検索」で検索された銘柄の例

株価が大幅に上昇した銘柄を探すことで、上げ相場の開始時期を捕らえられる可能性が

あります。



株価下落銘柄検索例-2

株価変化率を用い、株価が急激に下落した銘柄を検索します。

株価変化率：日足＝3日、週足＝3週、月足＝3月

株価変化率：日足＝-10%以上、週足＝-10%以上、月足＝-10%以上

株価変化率：昇順

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「株価下落銘柄検索」の実行結果例



株価が急激に下落した銘柄を探すことは、今後の相場を予想する上で重要です。銘柄ご

との下がり始めの特徴をつかむことで、売り時のタイミングを知る手がかりになるで

しょう。また、下がった株価はいつかは上昇に転じるでしょう。下がった銘柄を注意深

く監視して、次の買いタイミングを待ちましょう。

「株価下落銘柄検索」で検索された銘柄の例



出来高増加銘柄検索例-3

出来高変化率を用い、出来高が急激に増えた銘柄を検索します。

出来高変化率：日足＝3日、週足＝3週、月足＝3月

出来高変化率：日足＝+500%以上、週足＝+300%以上、月足＝+200%以上

株価変化率：降順

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「出来高増加銘柄検索」の実行結果例



出来高はその銘柄に対する人気度を表します。株価が上昇する場合は、出来高の増加が

欠かせません。また、出来高を伴わない株価上昇はエネルギーが弱く先行きが不安定と

言えるでしょう。

しかし、出来高が増える要素は株価の上昇だけではありません。株価が急落する場合に

出来高の増加が発生し変化率も大きくなるでしょう。また、商いの薄い銘柄などは少量

の出来高で大きく変化しますので、出来高の下限設定を行い出来高の少ない銘柄を検索

しないようにするなどの注意が必要でしょう。

「出来高増加銘柄検索」で検索された銘柄の例



株価上昇クロス（ゴールデンクロス）検索例-4

株価移動平均の上昇クロス（ゴールデンクロス）している銘柄を検索します。

株価移動平均（長期）：日足＝24日、週足＝26週、月足＝12月

株価移動平均（短期）：日足＝12日、週足＝13週、月足＝6月

株価移動平均クロス：日週月足ともに上昇

株価移動平均クロス：降順

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「株価上昇クロス（ゴールデンクロス）検索」の実行結果例



株価移動平均線の上昇クロスすなわちゴールデンクロスは、ご存じの通り短期線が長期

線を下から上に突き抜けた点です。これは短期的に株価が上昇したことを意味し、今後

株価が上昇相場に向かう可能性を示します。図のように底付近で発生したゴールデンク

ロス後は、上昇相場へ向かう可能性が高いと言えます。ただし、反応の遅れが生じるの

で、底値を読みとることは難しいでしょう。

「株価上昇クロス（ゴールデンクロス）」で検索された銘柄の例



株価下降クロス（デッドクロス）検索例-5

株価移動平均の下降クロス（デッドクロス）している銘柄を検索します。

株価移動平均（長期）：日足＝24日、週足＝26週、月足＝12月

株価移動平均（短期）：日足＝12日、週足＝13週、月足＝6月

株価移動平均クロス：日週月足ともに下降

株価移動平均クロス：昇順　

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「株価下降クロス（デッドクロス）検索」の実行結果例



株価移動平均線の下降クロスすなわちデッドクロスは、ゴールデンクロスとは反対に短

期線が長期線を上から下へ突き抜けたときに発生します。短期的に株価が下降したこと

を示す、売りサインの一つと考えられるでしょう。ただし、ゴールデンクロス同様に反

応が遅れるので、売りタイミングとして利用するには注意が必要でしょう。ゴールデン

クロスやデッドクロスのようにやや即応性に欠ける指標は、週足などの長期的なチャー

トで利用する方がより効果が得られると思います。

「株価下降クロス（デッドクロス）検索」で検索された銘柄の例



ＲＣＩ上昇クロス検索例-6

ＲＣＩの長期・短期がいずれも-80%以下で、上昇クロスしている銘柄の検索を

します。

ＲＣＩ（長期）：日足＝21日、週足＝26週、月足＝12月

ＲＣＩ（短期）：日足＝17日、週足＝13週、月足＝6月

ＲＣＩ（長期）：日週月足ともに-80%以下

ＲＣＩ（短期）：日週月足ともに-80%以下

ＲＣＩクロス　：日週月足ともに上昇

ＲＣＩ（長期）：昇順　

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「ＲＣＩ上昇クロス検索」の実行結果例



図のようにＲＣＩは、株価の小さな動きでも敏感に反応するので、短期的な投資向きと

言えるでしょう。ただし、いわゆる「だまし」も多く、長期的な相場の状況も常に考慮

する必要があるでしょう。したがって、ＲＣＩのみで判断するのではなく、株価カイリ

率などと組み合わせて検索精度を増すなどの工夫が必要でしょう。

「ＲＣＩ上昇クロス検索」で検索された銘柄の例



株価カイリ率（-）検索例-7

株価カイリ率が-（マイナス）方向へ大きく乖離している銘柄を検索します。

（-50%以下は異常値として切り捨てる）

株価移動平均（長期）：日足＝24日、週足＝26週、月足＝12月

株価移動平均（短期）：日足＝12日、週足＝13週、月足＝6月

株価カイリ率（長期）：日足（-50%以上、-10%以下）

　　　　　　　　　　　週・月足（-50%以上、-30%以下）

株価カイリ率（短期）：日足（-50%以上、-10%以下）

　　　　　　　　　　　週・月足（-50%以上、-30%以下）

株価カイリ率（長期）：昇順　

説明

計算条件

検索条件

ランキング条件

「株価カイリ率（-）検索」の実行結果例



カイリ率は、株価移動平均と株価との乖離度（離れ具合）を数値化した指標です。カイ

リ率が-（マイナス）ということは、株価が過去の水準より低い位置にあるということ

なので、今後上昇に転じる可能性があることを意味します。しかし、急激な下落ほどカ

イリ率はマイナス方向へ大きくなるので、カイリ率が大きければいいというものではあ

りません。カイリ率がマイナス域にある銘柄を監視して、買いタイミングを待ちましょ

う。

「株価カイリ率（-）検索」で検索された銘柄の例



保証と責任の範囲
システックは本マニュアルに記載された製品に対し、明示または

黙示の品質、性能、商品価値、またはどのような特定の使用目的

に対する適合性についても、その保証はいたしません。システッ

クは本ソフトウェア、マニュアルの欠陥の結果発生する直接、間

接、特別、偶然、または必然的な損害について、仮に当該損害が

発生すると告知されていた場合でも、一切の責任を負いません。

当社はプログラムまたはデータの回復に要する費用について一切

の責任を負いません。

輸出する際の注意事項
本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合

当社は一切責任を負いかねます。

本書の内容に関して将来予告なしに変更することがあります。本

文中の製品名および社名などは、各発売元または開発メーカーの

商標または登録商標です。本書の一部または全部を著作権法の定

める範囲を越え、無断で複写、複製、転載、テープ化、ファイル

に落とすことを禁じます。

ユーザーズマニュアル　
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